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龍谷大学社会学部学会会則

制定平成元年4月 l日

(名称，事務所)

第 l条 本会は，龍谷大学社会学部学会と称、し，事務所を龍谷大学瀬田学舎社会学部内に

置く。

(目的)

第2条 本会は，社会学，社会福祉学及び隣接諸科学の学術研究を推進することを目的と

する。

(事業)

第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。

(1 ) 機関誌『龍谷大学社会学部紀要Jの発行

(2) 学術講演会，シンポジウム，研究会等の開催

(3) 学生会員の研究支援

(4) その他本会が必要と認める事業

(構成)

第4条 本会は，次の会員をもって組織する。

(1) 普通会員 龍谷大学社会学部に所属する専任教員及び本会の趣旨に賛同する龍谷

大学の専任教員

(2) 学生会員 龍谷大学社会学部及び龍谷大学大学院社会学研究科の学籍を有する学

生

(3) 賛助会員 前 2号以外の者で，本会の趣旨に賛同する個人又は団体

(4) 名誉会員 本会の会員であった者で，龍谷大学の名誉教授である者
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(会長及び諸委員の選任と任期)

第6条 会長は，龍谷大学社会学部長をもって充てる。会長に事故ある時は，庶務委員が

共同してその職務を代理する。

2 前条第 l項 7号委員を除く同項の各委員は，会長が普通会員の中から委嘱し，評議



員会に報告する。 7号委員は学科で選出する。

3 各委員の任期は， 2年とする。ただし，再任を妨げない。途中退任の場合，後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。ただし， 7号委員の任期は，学科で定める。

4 前条の(4)(5)(6)の委員は，それぞれ委員会を構成する。各委員会に委員長を置き，各

委員長は，各委員会において互選する。

(会長，各委員会及び委員の職務)

第7条 会長及び各委員会並びに委員は，次の職務を行う。

(1) 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する。

(2) 庶務委員は，本会の庶務を処理するとともに，会長を補佐する。

(3) 会計委員は，本会の会計を処理する。

(4) r龍谷大学社会学部紀要J委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理する。

(5) r龍谷大学社会学部ジャーナル』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理

する。

(6) 事業委員会は， (4)(5)を除く本会の事業を企画，立案，運営する。

(7) 学科委員は，学科を代表して本会と連絡調整を図る。

(8) 会計監査委員は，本会の会計監査を行う。

2 本条第 l項の(4)(5)(6)の委員会は，その事業の企画，立案，運営にあたり，委員会の

判断で普通会員あるいは学生会員に参画を求めることができる。なお，参画に当たり

経費を伴う場合は，あらかじめ常任委員会の承認を得るものとする。

(常任委員会)

第8条 本会の円滑な運営のために常任委員会を置く。

2 常任委員会は，会長，庶務委員及び会計委員のうちから各 l名，第 6条4項の各委

員長，及び第 5条 1項7号委員をもって構成する。

3 常任委員会は，会長が招集し，議長となって次の事項を処理する。

(1) 予算案・決算案の作成

(2) 事業実施の承認

(3) 会員の入会・退会の承認

(4) その他必要な事項の審議

4 常任委員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(評議員会)

第9条本会に評議員会を置く。

2 評議員会は，普通会員で構成する。

3 評議員会は，会長が招集し，議長となり，本会の予算決算及び必要な事項を審議す

る。

4 評議員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(会計)

第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの助成金，事業収入及び寄付金を

もって充てる。

(会計年度)

第11条 本会の会計年度は，毎年 4月 1日に始まり，翌年 3月31日に終わる。



(入会金)

第12条本会への入会に際しては， 入会金 2，000円を納入する。

(年会費)

第13条会員は，年会費 4，000円を納入する。

2 賛助会員は，入会時に，入会金とともに年会費 4，000円以上を納入する。

3 名誉会員は，入会金及び年会費がともに免除される。

(改廃)

第14条 この会則の更改は，第 9条4項の規定にかかわらず，評議員会において出席者の

3分の 2以上の賛同を要する。

この会則は，平成元年4月 1日から施行する。

平成 10年6月 24日一部改正。同日より施行する。

平成 13年3月21日一部改正。同日より施行する。

平成 15年3月12日一部改正。平成 15年4月1日より施行する。

平成 18年9月27日一部改正。平成 19年4月1日より施行する。

平成 19年3月13日一部改正。平成 19年4月1日より施行する。
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『龍谷大学社会学部紀要』規則

第 l条 この規則は，龍谷大学社会学部学会会則第 3条に基づく機関誌『龍谷大学社会学

部紀要.1(以下， r紀要』とする)の発行について定めるものである。

第2条 『紀要Jは，原則として毎年度 2回発行する。

第3条 原稿の募集，編集及び発行は， r龍谷大学社会学部紀要』委員会(以下，委員会

とする)が行う。

2 原稿の掲載は，委員会が決定する。

3 原稿の投稿は，普通会員，賛助会員及び博士課程在学中の学生会員とする。な

お，博士課程在学中の学生会員が投稿する場合，あらかじめ指導教員の指導を受け

なければならない。

4 普通会員を筆頭執筆者として非会員が共同執筆した原稿を掲載するに当たって

は，非会員は当該年度の賛助会員となるものとし，入会金及び年会費をあらかじめ

納入するものとする。

第4条 原稿は，論文・研究資料・研究ノート・書評等(以下，論文等とする)とする。

第5条 論文等の執筆は，次の要項によるものとする。

(1) 論文等は，未発表のものに限る。

(2) 論文等の分量は原則として以下のようにする。

ア 論文は， 20，000字 (400字詰原稿用紙 50枚)以内

イ 研究資料・研究ノートは， 12，000字 (400字詰原稿用紙 30枚)以内

ウ 書評は， 6，000字 (400字詰原稿用紙 15枚)以内

(3) 論文等には，必ず欧文タイトルを添付するものとする。

第6条 掲載論文等について 50部の抜刷を無償で提供する。共同執筆の場合にも同様と

する。ただし，第 3条第4項の賛助会員には，各 50部を無償で提供する。

2 50部を超える抜刷を希望する執筆者は，超過分の実費を支払う。

第7条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが，本学及び国立情報学研究所等が論文

等を電子化により公開するものについては，複製権及び公衆送信権の行使を社会学部

学会に委託するものとする。ただし，電子化による公開は執筆者の許諾を得たうえで

行うものとする。

第8条 本規則の改正は，常任委員会の議によるものとする。

第9条 本規則は，平成元年 6月 14日より実施する。

付 則

l 平成 13年4月27日改正

2 平成 15年4月24日改正

3 平成 17年 5月 11日改正

4 平成 17年7月 13日改正

5 平成 18年9月27日改正
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龍谷大学社会学部学会 2007年度決算書

2007年4月1日から 2008年3月31日

〈収入の部〉

予算 科 目 予算額 決算額 差 異 備 考

2 普通会員会費 274，000 274，000 。継続会員 (4，000円)61名
新規会員 (6，000円)5名

納付ノ-民L 日ピt 

学 部新入生 623名
編転入生 61名

年度
学生会員会費 4，400，000 4，400，000 0修士課程継続会員 8 :i';t 

新規会員 2名
博士課程継続会員 2名

2007年度会費収入合計 4，674，000 4，674，000 。
卜前杢の他の収入

。2，692，045 ム2，692，045 社会学科からの寄付金

年度繰越金 66，517，181 66，517，181 。
f口h 71，191，181 73，883，226 ム2，692，045

一
〈支出の部〉

予算 科 目 予算額 | 決算額 差 異 備 考

学会誌印刷費 4，000，000 3，011，400 
l社会学部紀要第 31号 (3，250部)・ 32号 (3，700部)，

988，600 I 
i社会学部ジャーナル第 7号 (3，900部)

五←稿 n1 400，OU0t3而02r- 28，8981社会学部ジャーナル原稿料

全i発送費 1 2肌0ω肌0臥，川β
一 一一一
1講 演 料! 700，000 1 429，9991 270，00川講演会・シンポジウム講師料

体|交 通 費 150，0001 79，2201 70，7801講師交通費

I T.JI rk 山 車 ~^^ r¥，........ I ..，.，べ nn~ 1 ~f~ ， n~ 1修士論文中開発表会，
判事|研究交流費 削問 山崎 267，1051講演会シンポジウム懇親会等

J編 集 諸 費 800，0001 776、4791 23，521 1社会学部ジャーナル編集経費等

局、|事 業 諸 費 900，0001 474川崎 425，994講演会・シンポジウム開催経費等

業 |巨石扇動費 oー-ー←uT 0一一

I 同・ ~ I ~J::^ 1"¥""'1). 1 ~^..， t::..，t:: I ..1"" A"，t:: 全主l学会発表補助，研究活動補助，研 究奨励金 550，0001 507，5751 42，4251 ~~~~ 
刷瓦 J 1 Jリ，J f J  I 九九村会学部学会賞

費 小言，. 1 8，400，000 1ω10，1761 2，189，8241 

副社会学科 481，6261 713，07川 ム231，4441優秀論文集印刷代等

fl:1コミュニテ 7iジルト学科 291，970 1 362，500 1 ム70，5301優秀論文集印刷代，新入生歓迎会等

11両両両学科w仰は型空 恒塑旦直重文集印刷{¥";，新哩担金埜一二二一
349，3661 409，1061 ム玖740川憂秀論文集印刷代，新入生歓迎会等

1 1.487.300 1.958.104U ム470.8041

1，887，300日五己函1 1，7両面百一一一

消 耗 品 70，0001 25，20川 44，剖01学会運営に係るがj粍品質

U重 信 費 40，000 I 29，50⑪ 10，5001事務述絡用切手代等

事 |旅費 50，000I 0 I 50，000 I 
務 l也土 一今 費 50削ο仏ω'ρ00叩01 1則6，ω、，9叩 旦竺明l委翻員会矧H関附鵬附自別拙榔{催他肱佳釦紅に巾こ

|謝 金 lリ，31は4，0∞0∞01 55臼3，00川 76“1，β加心⑪⑪1事事業実施およびジヤ一ナル編集指i導卑補助

資|育報機tF整備費 お 1，000は旦笠[ 2仁川学会運営に係る PCリース代，カメラセットリース代|

目学会宗教備費 50，000 川 50，000 

a 小首l11，925，000 I 9叩，820I 971，180 

五五言3柏市十 1"，812 ，300片方訂OO'~ 2:6福司一二二一二一一一一一一二
予 備費 I59，378，881 I 0 I 59，378，88I1 
主主竺竺些三一 ~C-~()_同4，761 ， 12削竺竺己主目

合 計 71，191，181 1 73，883，22引ム2，制2，045



龍省大学社会学部学会 2008年度予算書

〈収入の部〉

予算科目 2008年度 2007年度 増減 備 考

普通会員会費 282，000 274，000 8，000 
継続会員 @4，000X66名=264，000円
新入会員 @6，000X 3名=18，000円2 ト一一 一

納f余・1・0 n 日。
見ナ4 部新人・編転入生 @6，000円X653名=3，918，000円

2何l生等 @4，000円X680名=2，720，000 PJ 

学生会員会費 6，926，000 4.400，000 2，526，000 
修士課程学会員 @4，000 PI X 27名= 108，000 IJJ 

度年 学会員以外 @6，000円X 6名= 36，000円
博士課程学会員 @4，000円X 4名= 16，000門

学会員以外 @6，000円X 3名= 18，000円

2008年度分前納会費 5，024，000 7，760，000，ム2，736，000学部生:1，246名院生:10名

2008年度会費収入合計 12，232，000 12‘434，0001 ム202，000

前年度繰越金 64，884，606 58，757，181 6，127，425 

合計 77，116，606 5，925，425 

〈支出の部〉

予算科目 I 2008年度 I2007年度 i増 減| 備 考

目 学会誌印刷費 I3，到。.000イ4司000.β00I ム500.000学会誌およびジャーナル印刷費

原 稿 料 4叩 .000リ 400.00引 0 ジャーナル原稿料

発 送 費 200，0001 200，00川 0 紀要，ジャーナル発送費

全lf 演 料 1l:Anm警告引-盟哩害警当時会シ山山講師料
|交 通 費 150，0001 150，0001 り問問 ti . ;，/ンポジウムの講師交通費

体|研究交流資 700，0州 700.0州 。苦盟諸整会，修士論文中間報告会，全国学会等1 ..J ノu _..)f."， fllL J-:t I 山，VVVI I vv，vv叶 u 開催助成等

判事 |編 集諸 費8m，oool l 一一800.0001 0げャーナル編集経費

業l事業諸資 800，000 900.0001 ム100，0001事業実施経費

(¥(¥/l 1 lJ::(¥I"¥/V) I学生・院生の研究活動補助，院生の全国学会発表
業II研究奨励金 700，000I 550.叫 150.000補助，報学会食 2名X3万円

120周年事業費 13，000，000| 川 3.000，000 1社会学部 20周年記念事業費

」社会学会寄付事業空包型型到_-----tl_2.692型空出金主全明日主主塑
~~I 全体事業小計 1 13.542.045 1 8，400，0001 5，142.045 

品|社会学科 746，0001 481，6251 264.375 

事rJ~J_ヨE丑[C亙函l一一一291 ，970 I 4亘〔二二二:二プ二ご
主悼監iii111:担は型乎i胤与し手創

'臨床福祉学科 577，000 1 349，366 1 227.634 

小 計 I 2，457.000 I I-，-~り旦L_9臼塁。一一一
事業費合言1- 1 15.999，0451 9.887.3001 6.111.7451 

消 耗 品l 70，0001 70，0001 01学会運営に係る消耗品費

通信資 1 40，0001 40.0001 01 

事 I_i!__一資 50，0001 50，000 1 0 

務|会 合 資 I 50，000 I 50，000~~!委員会開催に係る経費
|謝 釦1.314.000川 1.314，000I 0 I事業実施およびジャーナル編集指導補助

資|情報機器整備資 351.000川 351.0001 01学会運営に係る PCリース代，カメラセ yトリース代

学会室整備費 50.000川 50.0001 01 

小計 11，925，000 1 1.925.000 1 01 

事業資・事務費合計 川7，924，045111，812.3001 6.111，745 

ヲ早川納会費 2.568.0001 7.592，0001ム5.024.000

骨怪一一丘一他也4型主!日.786.88吐-坐~37.680I 
n 1 小首1- 159.192，561 1 59.378，881 ム 186.3201

合計げ7.116.ω16171.191.1811 5.925，425 
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3 )記念講演会 (11月2日(日))

大田昌秀氏(元沖縄県知事・前参議院議員)

「平和と学問:日本留学やアメリカ

留学で体験したことj

0 また，社会学部学会の前期事業として，学生

が中心に企画運営した講演会を開催しました。

講演会 「格差社会にドロップ・キック!!J 
講師森達也(作家・映画監督)

望月成晃(プロレスラー)

o r社会学部紀要』第 33号から原稿提出の締め

切り日が変更されました。従来は，夏期休日目前に

原稿提出が締め切られ，その時点で提出原稿が少

ない場合は，書く予定のない人に無理矢理頼んだ

り，時には編集委員がピンチヒッターで書いたり

したと聞いています。それを，従来から印刷に固

されていた日近く，つまり夏期休日毘直後に原稿提

出締め切り日を設定しました。印刷に回すデツト

ラインぎりぎりに原稿締め切り日を変更したわけ

です。もし原稿が集まらなかったら，という不安

もありましたが，今回原稿をお寄せいただいた

方々のご協力のお陰で無事刊行することが出来ま

した。原稿をお寄せいただいた方々に厚くお礼申

し上げます。 (F.K) 

。おかげさまで，龍谷大学社会学部は平成元年

4月に開設されましたので，開設 20周年を迎え

ることができました。これまで、社会学部に賜った

ご支援に厚くお礼申し上げます。。そして，社会学部開設 20周年記念事業とし

て，以下のような講演会とシンポジウムを催しま

した。

1 )記念講演会 (10月25日

五木寛之氏(作家)

「うつの力j

2 )記念シンポジウム「杜会的排除を考える:子

ども・若者の場合J(10月26日(日))

基調講演

山田昌弘氏(中央大学教授)

「希望格差社会を超えて」

シンポジウム/パネリスト

山田 昌弘氏(中央大学教授)

宮本みち子氏(放送大学教授)

山l採文治氏(大阪市立大学教授)

山田 容氏(本学社会学部准教授)

野村洋平氏(本学非常勤講師)

コーディネイター

亀山 佳明氏(本学社会学部教授)

(土)) 
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